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得点差 －3 －１ 0 １ ２ 3 4
人数（人） １ 4 4 5 3 ２ １
表2　自信の程度平均点（N＝２0）
表3　事前事後の得点差の分布（N＝２0）
図2　事前事後の得点差（N＝２0）
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　回答には事前のみ，事後のみしか回答していないものも含まれていたが，全て有効回答とし
て取り扱った。また，出現したキーワードは全てカウントした。すなわち，一人の学生の記述
の中に複数のキーワードが含まれていた場合にも，複数としてカウントした。
　表4は，自由記述に含まれたキーワードの数をまとめたものである。事前の回答からは，肯
定的なキーワードが全く出現しなかった。それに対し否定的なキーワードは２4回出現した。事
後においては，肯定的なキーワードは１5回出現し，否定的なキーワードは１0回出現した。
　事前の回答において，否定的なキーワードとして出現回数の多かったものは，「不安」１3回「緊
張」と「心配」がそれぞれ3回となり，否定的なキーワードの79.２％を占めた。
　事後の回答において，肯定的なキーワードとして出現回数の多かったものは，「嬉しい」7回，
「楽しい」3回で肯定的なキーワードの66.7％となった。
　また，自由記述の回答から，未記入や文の途中で回答が終わっているものを除いたところ，
肯定的なキーワードや現状の分析や課題，次回への抱負を含む内容の記述が多くみられた。
６.全体的考察
　ここでは，「純心こども講座」での実習前（事前）と実習後（事後）での，自己評価得点の変化，
自由記述の内容についてまとめてみたい。
⑴　自己評価得点の変化について
　自己評価得点は，質問項目①～⑧のいずれについても，事前より事後の方が高くなる傾向が
みられた。事後に評価が高くなったのは，純心こども講座を実際に経験することにより，それ
ぞれの力が身についたと感じたり，意識したりされたためと考えられる。また，項目ごとの自
己評価得点は，事前で４点以上となった項目は，「リズムダンスを全身で生き生きと表現でき
ますか」と「子どもと関わる機会が貴重な時間であると理解できていますか」の２項目のみで，
他の6項目は3点台の評価となった。評価が４点以上となった項目は，学生自身の状態や自身の
持つ心構えについて回答を求めたもので，3点台となった6項目は，子どもとの関わりについて
回答を求めたものである。これらのことから，その場で求められる対応力の獲得には，直接経
験することによって学生自身に実感されることが大切であることが示唆された。
⑵　自由記述の内容について
　自由記述の内容に肯定的なキーワード，否定的なキーワードがどの程度含まれているか，ど
のようなキーワードが使用されているかについて検討したところ，事前は「不安」「緊張」といっ
た否定的なキーワードが多く含まれ，事後には「嬉しかった」「楽しかった」などの肯定的なキー
ワードが多く含まれることが明らかになった。このことは，先に示した自己評価得点が事前よ
りも事後の方が高くなったことと関連しているのではないか。
　さらに，記述内容を詳しく分析してみると，事前よりも事後の方が文章が長くなった学生は
表4　自由記述に含まれるキーワードの数
肯定的 否定的
事前 0 24
事後 15 10
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１6名（69.8％）となった。記述内容にも変化が見られ，事前は漠然とした不安や緊張について
言及した内容が多いのに対し，事後は具体的な場面について取り上げ，その時感じたこと，工
夫したこと等が記述されていた。以下に，学生の記述内容の例を紹介する。
※表記は学生の記述のまま
＊　 子ども達が本当に喜んでくれるかの不安があったり、自分達が一から企画、準備した
ものが保護者の目線から見ても安心できる内容になっているのかなどの緊張もあったが
当日の子ども達が楽しんでる様子を見て凄く嬉しかったし安心しました。
＊　 サーキットで遊ぶ時間はサーキットで本来計画していた遊び方にならなかった。私は
ボーリングの担当の係でフラフープを置いてそこから3人ずつするつもりだったが、ペッ
トボトルのピンを全部倒してからペットボトルを上に積み上げて倒したり、ボールで遊
んだり様々な遊び方をして本来の遊びが出来なかったので時間より前にスタンバイをし
て最初の子どもから説明して遊べたらよかったと思った。また、ダンス遊びでは私の担
当の子は２歳の女の子だったが、お母さんの後ろに隠れてあまり触れ合うことが出来な
かったので、次は対応を考えたいと思った。
＊　 担当した子供がなかなか一緒にダンスをしてくれなくて、どのように声をかければ良
かったのか分からなかったです。また、子供の発言に対して、適切な返答をすることが
出来なかった。
　これらのことから，純心こども講座での子どもと直接関わることによって，「嬉しい」や「楽
しい」という肯定的なキーワードは，具体的な経験を伴った実感として，学生たちに印象付け
られたものと考えられる。
　自己評価得点の上昇や，自由記述の内容に肯定的なキーワードが増えること，内容が具体的
になることから，１回での実習であっても学生の実感は変化することが示された。
　ところで，こども学フィールドワークの授業では，純心こども講座で複数回実習することを
求めている。自由記述には「次回はこうしたい」や「～できるようになりたい」という記述も
多くみられた。複数回の実習の機会を準備することは，こうした学生の気づきを，感じただけ
で終わらせるのでなく，課題として捉え挑戦する機会となっており，授業の設計として意味が
あるものと考えられる。
　以上，事前と事後の学生による自己評価得点の変化と，自由記述の内容の変化から，保育実
践者に求められる資質とその向上のあり方について検討してきた。吉留が実践の中で見出して
きた保育実践者に求められる要素は，こども講座での実習を通して学生に実感されてるものと
考えられるが，今回の調査のみではデータ数が少なく，そうした傾向が見出されるのではない
かということを示すことしかできない。項目の妥当性については，今後引き続きデータを収集
し検討する必要がある。今後予定されている講座においても同様に調査を実施し，研究を深め
たい。
　わずか１回の調査で結論を導き出すのは，飛躍しすぎであるが，学生の自由記述の内容からは，
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肯定的な感情と自己評価得点との間に関連性が感じられた。すなわち，純心こども講座で実践
を経験することにより自信が獲得され，結果として事前よりも事後の自己評価得点の方が高く
なった可能性が示された。今後調査を続けていくことで，学生による自己評価とはいえ，実践
の経験をふまえることが学生にとって大きな自信を生み出すことが見出されるものと予想され
る。今回作成した質問項目が利用可能なものであり，次へ繋がる期待を抱かせる結果が導き出
せたことを，本稿の成果としたい。
７.今後の展望
　本研究の目的は，吉留がこれまでの実践経験から重要であると感じてきた事柄が，実際に経
験することを通して獲得されていくことを確認するとともに，保育実践者の資質の向上を図る
上での指標を作成することにある。
　しかしながら，今年度は世界的なコロナウイルス感染症の流行拡大を受け，本学でも授業の
内容変更など対応を迫られる場面があった。そのため，今回の報告では，１回の実践について
報告するのみに留まっている。予定していた１回の講座が中止となり，調査も中止せざるを得
なかったため，データ数が予定の半分であった。今年度中にあと２回の純心こども講座講座が
予定されているので，同様の質問項目を利用した自己評価の調査を継続したい。
　吉留がこれまでの実務経験をもとに獲得した実践者としての勘，あるいはコツのようなもの
を，保育実践者に求められる要素として捉え，それらを実践力の評価指標として確立させてい
くことで，保育実践者の資質向上へと結びつく研究へと発展させていきたいと切望している。
おわりに
　「純心こども講座」は，こども学専攻開設当初より一度も絶えることなく継続してきた。回
を重ねるごとに変化していく学生の様子から筆者らは，これらの機会が，今後保育実践者となっ
ていく学生の指導力や想像力を生み出す源の一つになり得ていると実感している。こうした実
感を，確かな実践力としていけるよう，今後も検討を続けていきたい。
註
１） 例えば，森木・伊瀬知（２0１4）「こども学フィールドワークⅡの授業実践報告　第9報」などで，
授業の設計や展開計画，学生の自己評価に基づく授業の効果について検討している。
２） 保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会，「議論のとりまとめ『中間的な論
点の整理』における総論的事項に関する考察を中心に」２0２0（令和２）年6月２6日，p. １7
3） 項目の詳細は，吉留早木子（２0１7）「子育て支援者を支える」『想林』第8号p. 63の⑴基本
姿勢の項目を参照のこと。
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